
佐渡には 300 万年分の地球の歴史、 
そして人や生き物が暮らした歴史が 
詰まっています！

「大地と人の暮らしの物語」

お問い合わせ　教育委員会社会教育課ジオパーク推進室　☎２７―２１６２

佐渡ジオパーク推進協議会のホームページ（ＱＲコード）で
さまざまな情報を発信していますので、ぜひご覧ください。

①佐渡島の形成

②金銀山の発見

④トキと共生

⑤人々の暮らし

約300万年前、海底にあった大佐渡と
小佐渡の2つの島が海上へ現れ、その後、
2つの島の間がつながったことにより、
国中平野が形成されました。

火山活動によって作ら
れた金や銀を求め、17世
紀初頭には多くの人々
が佐渡に渡りました。

森林から流れる水が平
野の水田を潤し、水田に
生息する小さな生き物は
トキのえさになります。

長い年月をかけてできた大地を
人々は水田として活用し、現
在、水田にはトキが舞い降ります。
人々は五穀豊穣を願い、祭りなど
の農村文化を築き、それらは今で
も各集落に受け継がれています。

大地のなりたちから
その上に生きる動植物、
そして人間の生活が
かかわっていることを
実感できる場所、
それが
ジオパークです！

徳川幕府は、金銀山の開発
に必要な木材を確保するた
め、佐渡の山林を厳重に管
理しました。このことが、
現在の佐渡の森林保護につ
ながっています。

③豊かな自然
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